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【 請 求 項 １ 】
基 板 上 に 形 成 さ れ た 半 導 体 膜 の 一 部 を 活 性 領 域 と し て 用 い る 薄 膜 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 に
お い て 、
　 前 記 半 導 体 膜 の 一 部 を 局 所 的 に 加 熱 す る 局 所 加 熱 機 構 を 前 記 基 板 上 に 形 成 す る 加 熱 機 構
形 成 工 程 を 有 し 、
　 前 記 加 熱 機 構 形 成 工 程 が 基 板 上 に 下 側 導 電 膜 を 形 成 す る 下 側 導 電 膜 形 成 工 程 と 、
　 該 下 側 導 電 膜 を 所 定 の 形 状 に 加 工 す る 下 側 導 電 膜 加 工 工 程 と 、 該 下 側 導 電 膜 上 に 下 側 絶
縁 膜 を 形 成 す る 下 側 絶 縁 膜 形 成 工 程 と か ら 成 り 、
　 前 記 加 熱 機 構 形 成 工 程 後 に 行 わ れ 、 前 記 半 導 体 膜 と し て の 活 性 半 導 体 膜 を 形 成 す る 活 性
半 導 体 膜 形 成 工 程 と 、
　 前 記 局 所 加 熱 機 構 に よ り 前 記 活 性 半 導 体 膜 が 局 所 的 に 加 熱 さ れ た 状 態 に て 前 記 活 性 半 導
体 膜 を 溶 融 結 晶 化 さ せ る 結 晶 化 工 程 と 、
　 前 記 活 性 半 導 体 膜 を 島 状 に 加 工 し て 半 導 体 装 置 活 性 領 域 を 形 成 す る 素 子 分 離 工 程 と 、
　 該 活 性 半 導 体 膜 上 に 上 側 絶 縁 膜 を 形 成 す る 上 側 絶 縁 膜 形 成 工 程 と 、
　 該 上 側 絶 縁 膜 上 に 上 側 導 電 膜 を 形 成 す る 上 側 導 電 膜 形 成 工 程 と 、
　 該 上 側 導 電 膜 を 所 定 の 形 状 に 加 工 す る 上 側 導 電 膜 加 工 工 程 、
　 と を 含 む 事 を 特 徴 と す る 薄 膜 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
基 板 上 に 形 成 さ れ た 半 導 体 膜 の 一 部 を 活 性 領 域 と し て 用 い る 薄 膜 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 に
お い て 、
　 前 記 半 導 体 膜 の 一 部 を 局 所 的 に 加 熱 す る 局 所 加 熱 機 構 を 前 記 基 板 上 に 形 成 す る 加 熱 機 構
形 成 工 程 を 有 し 、
　 前 記 加 熱 機 構 形 成 工 程 が 基 板 上 に 下 側 導 電 膜 を 形 成 す る 下 側 導 電 膜 形 成 工 程 と 、 該 下 側
導 電 膜 を 所 定 の 形 状 に 加 工 す る 下 側 導 電 膜 加 工 工 程 と 、 該 下 側 導 電 膜 上 に 下 側 絶 縁 膜 を 形



成 す る 下 側 絶 縁 膜 形 成 工 程 か ら 成 り 、
　 前 記 加 熱 機 構 形 成 工 程 後 に 行 わ れ 、 前 記 半 導 体 膜 と し て の 活 性 半 導 体 膜 を 形 成 す る 活 性
半 導 体 膜 形 成 工 程 と 、
　 前 記 局 所 加 熱 機 構 に よ り 前 記 活 性 半 導 体 膜 が 局 所 的 に 加 熱 さ れ た 状 態 に て 前 記 活 性 半 導
体 膜 を 溶 融 結 晶 化 さ せ る 結 晶 化 工 程 と 、
　 前 記 活 性 半 導 体 膜 を 島 状 に 加 工 し て 半 導 体 装 置 活 性 領 域 を 形 成 す る 素 子 分 離 工 程 と 、
　 該 活 性 半 導 体 膜 上 に 上 側 絶 縁 膜 を 形 成 す る 上 側 絶 縁 膜 形 成 工 程 と 、
　 該 上 側 絶 縁 膜 上 に 上 側 導 電 膜 を 形 成 す る 上 側 導 電 膜 形 成 工 程 と 、
　 該 上 側 導 電 膜 を 所 定 の 形 状 に 加 工 す る 上 側 導 電 膜 加 工 工 程 と 、
　 該 下 側 導 電 膜 と 上 側 導 電 膜 を 電 気 的 に 接 続 す る 導 電 膜 接 続 工 程 、
　 と を 含 む 事 を 特 徴 と す る 薄 膜 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 下 側 導 電 膜 の 長 さ よ り も 前 記 上 側 導 電 膜 の 長 さ を 短 く 加 工 す る 事 を 特 徴 と す る 請 求 項
１ 又 は 請 求 項 ２ に 記 載 の 薄 膜 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 下 側 導 電 膜 加 工 工 程 に て 、 該 下 側 導 電 膜 の 長 さ を ７ μ ｍ 程 度 以 下 に 形 成 す る 事 を 特 徴
と す る 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ３ の い ず れ か に 記 載 の 薄 膜 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 素 子 分 離 工 程 に て 、 前 記 下 側 導 電 膜 の 幅 よ り も 前 記 半 導 体 装 置 活 性 領 域 の 幅 を 短 く 加
工 す る 事 を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ４ の い ず れ か に 記 載 の 薄 膜 半 導 体 装 置 の 製 造 方
法 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 上 側 導 電 膜 加 工 工 程 に て 、 該 上 側 導 電 膜 の 長 さ 方 向 の 片 側 の 辺 が 前 記 半 導 体 装 置 活 性
領 域 の 長 さ 方 向 の 片 側 の 辺 よ り も ０ μ m以 上 １ μ m程 度 以 下 外 側 に 位 置 す る よ う に 該 上 側 導
電 膜 を 加 工 す る 事 を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ５ の い ず れ か に 記 載 の 薄 膜 半 導 体 装 置
の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 下 側 導 電 膜 の 膜 厚 が ２ ５ ｎ ｍ 程 度 以 上 １ ０ ０ ｎ ｍ 程 度 以 下 で あ る 事 を 特 徴 と す る 請 求
項 １ 又 は 請 求 項 ２ 記 載 の 薄 膜 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 下 側 絶 縁 膜 が 酸 化 珪 素 膜 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ 記 載 の 薄 膜 半
導 体 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
前 記 活 性 半 導 体 膜 形 成 工 程 が 、 非 晶 質 半 導 体 膜 を 堆 積 す る 非 晶 質 半 導 体 膜 堆 積 工 程 を 含 む
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ 記 載 の 薄 膜 半 導 体 装 置 の 製 造 。
【 請 求 項 １ ０ 】
前 記 活 性 半 導 体 膜 形 成 工 程 が 、 非 晶 質 半 導 体 膜 を 堆 積 す る 非 晶 質 半 導 体 膜 堆 積 工 程 と 、 該
非 晶 質 半 導 体 膜 の 結 晶 性 を 高 め る 半 導 体 膜 改 質 工 程 と を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又
は 請 求 項 ２ 記 載 の 薄 膜 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ １ 】
前 記 活 性 半 導 体 膜 の 膜 厚 が ３ ０ ｎ ｍ 程 度 以 上 ７ ０ ｎ ｍ 程 度 以 下 で あ る 事 を 特 徴 と す る 請 求
項 １ 又 は 請 求 項 ２ 記 載 の 薄 膜 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ２ 】
前 記 活 性 半 導 体 膜 が 珪 素 を 主 体 と し た 半 導 体 膜 で あ る 事 を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は 請 求 項
２ 記 載 の 薄 膜 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ３ 】
前 記 結 晶 化 工 程 が 前 記 活 性 半 導 体 膜 側 か ら 、 多 結 晶 珪 素 膜 で の 吸 収 係 数 が ２ × １ ０ － ４ ｎ
ｍ － １ 程 度 以 上 １ × １ ０ － １ ｎ ｍ － １ 程 度 以 下 で あ る 光 を 照 射 し て 活 性 半 導 体 膜 の 溶 融 結
晶 化 を 進 め る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 １ ３ の い ず れ か に 記 載 の 薄 膜 半 導 体 装
置 の 製 造 方 法 。
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